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●
一
般
会
計
補
正
予
算 

　

補
正
の
総
額
は
４
０
１
億
１
７
７
０
万

４
千
円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、物
価

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
う
ち
、年
度
内

に
支
給
す
る
分
の
予
算
、学
校
の
大
規
模

改
造
事
業
や
外
壁
改
修
事
業
等
を
行
う
た

め
の
予
算
、子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
を
目
的
と
し
て
保
育
所
等
が
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
等
を
設
置
す
る
際
の
支
援
を
行
う

た
め
の
予
算
の
増
額
な
ど
で
す
。

●
老
人
い
こ
い
の
家
・
公
民
館
の
新
設

　

西
区
北
原
二
丁
目
に
西
都
北
老
人
い
こ

い
の
家
・
西
都
北
公
民
館
を
新
設
す
る
も

の
で
す
。

●
一
般
会
計
予
算

　

総
額
は
１
兆
８
２
５
億
３
７
０
０
万
円

で
す
。主
な
新
規
事
業
は
、国
の
基
準
に
独

自
に
上
乗
せ
を
し
た「
福
岡
市
型
」こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
、市
立
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
療
育
時
間
終
了
後

の
一
時
預
か
り
の
実
施
、ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
市
民
・
事
業
者
へ
の
さ
ら
な
る
普
及

促
進
、福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
の
機
能
強
化

に
向
け
た
警
固
公
園
地
下
へ
の
施
設
拡
充

の
調
査
・
検
討
、防
災
ア
プ
リ「
ツ
ナ
ガ

ル
＋
」の
機
能
強
化
と
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
成
長

支
援
で
す
。

●
福
岡
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

効
率
的
な
情
報
の
管
理
及
び
利
用
並
び

に
他
の
行
政
事
務
を
処
理
す
る
者
と
の
間

に
お
け
る
迅
速
な
情
報
の
授
受
を
行
う
た

め
、市
独
自
の
個
人
番
号
利
用
事
務
に
つ

い
て
、福
祉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務

等
を
追
加
す
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。（
令
和
６
年
４
月
１
日
ほ
か
施
行
） 

●
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

学
級
数
の
増
加
等
に
伴
う
教
職
員
の
増

員
及
び
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
係
る
体

制
強
化
、救
急
隊
の
増
隊
等
に
伴
う
増
員

並
び
に
世
界
水
泳
選
手
権
福
岡
大
会
の
終

了
、事
務
事
業
の
見
直
し
等
に
伴
う
減
員

の
た
め
、職
員
定
数
を
現
行
の
１
万
７
９

１
７
人
か
ら
１
万
８
１
７
６
人
に
改
め
る

も
の
で
す
。（
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

退
職
者
医
療
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、所
要

の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、国
民
健
康
保

険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、保
険

料
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
限
度
額

を
24
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。（
令

和
６
年
４
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
鑑

み
、介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図

る
た
め
、保
険
料
率
の
改
定
及
び
保
険
料

率
段
階
の
区
分
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

（
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
）

●
福
岡
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
系
ご
み
の
さ
ら
な
る
減
量
を
推
進

す
る
た
め
、可
燃
物
用
指
定
ご
み
袋
の
種

別
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、処
理
手
数

料
の
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
福
岡
市
交
通
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
下
鉄
の
輸
送
力
を
増
強
す
る
こ
と
に

よ
り
乗
客
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

車
両
数
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

●
福
岡
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
用
、
分

限
、
懲
戒
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
向
け
て
人

材
確
保
を
図
る
た
め
、消
防
団
に
休
団
制

度
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。（
令
和
６
年
４

月
１
日
施
行
）

●
特
別
支
援
学
校
「
城
浜
高
等
学
園
」
の

新
設

　

障
が
い
の
あ
る
生
徒
の
将
来
の
自
立
を

促
進
す
る
た
め
、東
区
城
浜
団
地
に
特
別

支
援
学
校「
城
浜
高
等
学
園
」を
新
設
す
る

も
の
で
す
。（
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

　

令
和
５
年
度
関
係

令
和
６
年
度
関
係

可
決
し
た
主
な
議
案

議案や賛否一覧は
こちら

（
議
案
第
１
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
14
号
・
第
17
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
32
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
51
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
52
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
65
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
66
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
77
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

（
議
案
第
90
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
94
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

（
議
案
第
96
号
）

〈
全
員
賛
成
〉

　
福
岡
市
で
は
、「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の

質
の
向
上
」の
好
循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を

都
市
経
営
の
基
本
戦
略
と
し
て
掲
げ
、「
人

と
環
境
と
都
市
活
力
の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ

ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
」を
目
指
し
て
、ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は

１
６
４
万
人
を
超
え
、企
業
の
立
地
や
創
業

が
進
む
な
ど
、元
気
な
ま
ち
、住
み
や
す
い
ま

ち
と
し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、長
い
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、さ
ま
ざ

ま
な
社
会
経
済
活
動
も
回
復
に
向
け
て
大
き

く
動
き
出
し
、祭
り
や
食
と
い
っ
た
福
岡
市

の
魅
力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
環
境
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。人
と
人
と
が
リ
ア
ル
に
交

流
で
き
る
喜
び
を
再
認
識
し
、そ
れ
が
福
岡

市
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を

多
く
の
人
が
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、元
日
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、多
く
の
方
々
の
尊
い
命
と
平
穏
な
日
常

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、こ
う
し
た
大
規
模
な
自
然
災
害
が

相
次
い
で
発
生
す
る
と
と
も
に
、少
子
高
齢

化
の
進
展
や
物
価
高
騰
な
ど
、社
会
は
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、脱
炭
素
社
会
へ
の
意
識
の
高
ま
り

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
な
ど
、社
会
は
大

き
く
変
化
し
、人
々
の
価
値
観
は
ま
す
ま
す

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
市
は
、経
済
的
な
成
長
と
心
豊
か
な

暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
、持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、こ
れ

は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ‐

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
の

理
念
と
方
向
性
を
一
に
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、多
様
な
価
値
観
や
社
会
の
変

化
を
し
な
や
か
に
市
政
に
取
り
入
れ
、ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　
基
礎
自
治
体
と
し
て
直
接
市
民
に
接
す
る

現
場
を
持
ち
、か
つ
都
道
府
県
並
み
の
権
限

に
加
え
、さ
ら
に
国
の
規
制
を
改
革
で
き
る

国
家
戦
略
特
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
福
岡

市
が
、新
た
な
取
り
組
み
に
果
敢
に
挑
戦
し
、

地
方
か
ら
日
本
を
変
え
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
、そ
れ
が
日
本
を
最
速
で

変
え
て
い
く
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
岡
市
は
、大
陸
と
の
交
流
に
よ
り
育
ま

れ
た
歴
史
や
文
化
の
魅
力
、豊
か
な
自
然
と

充
実
し
た
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
っ

た
都
市
空
間
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
、「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」や

「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
」に
よ
り
、耐
震
性

の
高
い
先
進
的
な
ビ
ル
へ
の
建
て
替
え
が
進

む
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、高
付
加
価
値
な
ビ
ジ

ネ
ス
や
魅
力
的
な
都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
る

な
ど
、災
害
や
社
会
の
変
化
に
も
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、少
子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化

が
進
む
中
で
、次
代
を
担
う
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
な

ど
、や
さ
し
さ
が
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

プ
ラ
ス

ウ
ェ
ル
　
　
　
　
　
ビ
ー
イ
ン
グ


